
道路改良関連県道大石吉水線(堀之内)下水道管渠移設工事

数 量 集 計 表

路線名

令 和 6 年 度

魚　沼　市



設計数量集計表(開削路線 本管）

単位

当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更

区間延長 HPφ250 m 98.09 98.09 

VUφ200 m 21.14 21.14 

VUφ150 m 5.00 5.00 

管布設工 管路土工 機械掘削工 BH0.28m3 m3 197.71 45.92 194.54 7.25 △ 50.00

埋戻A　締固め土量　良質土 BH0.28m3 m3 67.58 9.60 55.96 2.02 

埋戻A　締固め土量/0.9＝埋戻し必要土量　良質土 BH0.28m3 m3 75.09 

埋戻B　締固め土量　良質土 BH0.28m3 m3 88.14 33.47 95.58 4.68 △ 45.59

埋戻B　締固め土量/0.9＝埋戻し必要土量　良質土 BH0.28m3 m3 97.93 

残土　 DT4t(BH0.28) m3 197.71 

管布設工 下水道用硬質塩化ビニル管 HPφ250 m 95.39 95.39 

VUφ200 m 19.34 19.34 

VUφ150 m 4.40 4.40 

マンホール用可とう継手 HPφ250 組 7 7 

VUφ200 組 6 6 

VUφ150 組 1 1 

管明示シート ｍ 119.13 19.34 95.39 4.4 

管基礎工 砂基礎　締固め土量　良質土　 t=10cm m3 2.14 1.75 0.39 

砂基礎　締固め土量　良質土 t=30cm m3 29.73 29.73 

砂基礎　締固め土量/0.9=埋め戻し必要土量　良質土 m3 35.41 

管路土留工 たて込み簡易土留設置撤去工 掘削深2.0m以下 m 67.89 62.89 5.00 

（付帯工の管路土 　〃 掘削深2.5m以下 m 50.34 17.14 33.20 

留工の数量を加算 　〃 掘削深3.0m以下 m 4.00 4.00 

する） 　〃 掘削深3.5m以下 m 2.00 2.00 

たて込み簡易土留材賃料 掘削深2.0m以下 m2 60.00 60.00 

　〃 掘削深2.5m以下 m2 75.00 75.00 

　〃 掘削深3.0m以下 m2 90.00 90.00 

　〃 掘削深3.5m以下 m2 105.00 105 

数　　量

路線

1004-30 1004-2 1004-2-2 ガス・水道同時施工

1004-29 1004-1 土工按分

1004-17 控除分

工　種 種別 適　用 合　計



設計数量集計表(開削路線 本管）

単位

当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更

数　　量

路線

1004-30 1004-2 1004-2-2 ガス・水道同時施工

1004-29 1004-1 土工按分

1004-17 控除分

工　種 種別 適　用 合　計

組立１号マンホール設置工

組立1号マンホー
ル

蓋・受枠 T-25 組 4 2 2 

　〃 T-14 組 7 5 2 

呼び600用ﾛｯｸ付転落防止用梯子 組 4 2 2 

調整金具 25mm 組 4 2 2 

　〃 45mm 組 5 4 1 

調整リング 5cm 個 3 3 

　〃 10cm 個 5 1 4 

　〃 15cm 個 3 3 

斜壁 30cm 個

　〃 45cm 個 3 2 1 

　〃 60cm 個 7 5 2 

直壁 30cm 個 2 2 

　〃 60cm 個 3 3 

　〃 90cm 個

　〃 120cm 個 1 1 

　〃 150cm 個

　〃 180cm 個

管取付け壁 60cm 個

　〃 90cm 個 1 1 

　〃 120cm 個 1 1 

　〃 150cm 個 4 3 1 

　〃 180cm 個

底版 13cm 個 6 3 3 

マンホール削孔 VUφ100 箇所 1 1 

　〃 VUφ150 箇所 2 1 1 

　〃 VUφ200 箇所 4 3 1 

　〃 HPφ250 箇所 3 3 

マンホール深さ3m以下 箇所 5 3 2 

マンホール深さ3m超～4m以下 箇所 1 1 

マンホール深さ4m超～5m以下 箇所

標準インバート インバートのみ 箇所



設計数量集計表(開削路線 本管）

単位

当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更

数　　量

路線

1004-30 1004-2 1004-2-2 ガス・水道同時施工

1004-29 1004-1 土工按分

1004-17 控除分

工　種 種別 適　用 合　計

基礎材あり VUφ200 箇所 3 3 

基礎材あり HPφ250 箇所 3 3 

基礎材のみ 箇所

副管 外副管取付工 1.5m以上～2.0m未満 箇所 1 1 

　直管（プレーンエンド） VUφ200 本 1 1 

　.副管用90°支管（鉄筋コンクリート管用）　90SHR φ250×φ200 個 1 1 

　接着受口カラー（ST） φ200 個 1 1 

　90°曲管（90ST） φ200 個 1 1 

　型枠工 設置・撤去 m2 3.2 3.2 

　コンクリート工（人力）　18-8-25高炉 小型構造物 m3 0.4 0.4 

内副管取付工 1.0m以上～1.5m未満 箇所 1 1 

　直管（プレーンエンド） VUφ100 本 1 1 

　塩ビ管用内副管マンホール継手 φ150×φ100 個 1 1 

　接着受口カラー（WTB） φ100 個 1 1 

　90°曲管（90ST） φ100 個 1 1 

　内副管用バンド（ステンレス、固定金具含む） φ100　 個 2 2 

塩ビ製小口径マンホール設置工

蓋（防護蓋セット） T-25 組

　〃 T-14 組 1 1 

　〃 T-8 組

　〃（直接） T-2 組

直管　【設置に含む】 VUφ300 ｍ (1.36) 1.36 

インバート（KDR） 組

　〃　　　　（DR） 個

　〃　　　  （合流） 90Y 個

　〃 45Y 個

　〃　　　　（中間） 90L 個

　〃 75L 個

　〃 60L 個

　〃 45L 個

塩ビ製小口径マン
ホール



設計数量集計表(開削路線 本管）

単位

当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更

数　　量

路線

1004-30 1004-2 1004-2-2 ガス・水道同時施工

1004-29 1004-1 土工按分

1004-17 控除分

工　種 種別 適　用 合　計

　〃 30L 個

　〃 15L 個

　〃　　　　（起点）　【設置に含む】 個 (1) 1 

　〃　　　　（ストレート） 個

マンホール深さ2m以下 本管径φ150 箇所 1 1 

マンホール深さ2m超～3.5m以下 本管径φ150 箇所



設計数量集計表(取付管およびます工）

単位

当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更

取付管およびます工

管路土工 機械掘削工 BH0.28m3 m3 9.00 6.20 2.80 

埋戻A　締固め土量　良質土 BH0.28m3 m3 7.90 5.60 2.30 

埋戻A　締固め土量/0.9＝埋戻し必要土量　良質土 BH0.28m3 m3 8.78 

埋戻B　締固め土量　良質土 BH0.28m3 m3

埋戻B　締固め土量/0.9＝埋戻し必要土量　良質土 BH0.28m3 m3

残土　 DT4t(BH0.28) m3 9.00 

ます設置工 塩化ビニル製 ます径φ200 箇所 5.00 3.00 2.00 

防護鉄蓋 ます径φ200　T-8 個 5.00 3.00 2.00 

蓋設置工（鋳鉄製防護蓋）【ます設置に含む】 箇所 （5.00） 3.00 2.00 

取付管布設工 取付管布設工および支管取付工　3m未満 管径φ150、本管塩ビ製 箇所 2.00 1.00 1.00 

管径φ150、本管CO製 箇所 1.00 1.00 

取付管布設工および支管取付工　3m以上5m未満 管径φ150、本管塩ビ製 箇所

管径φ150、本管CO製 箇所 2.00 2.00 

取付管布設工および支管取付工　5m以上12m未満 管径φ150、本管塩ビ製 箇所

管径φ150、本管CO製 箇所 1.00 1.00 

管明示シート ｍ 18.80 13.00 5.70 0.10 

硬質塩化ビニル管継手工 φ150  TS継手 口 2.00 2.00 

下水道用硬質塩化ビニル管継手 φ150　ｷｬｯﾌﾟ 個 2.00 2.00 

管基礎工 砂基礎　締固め土量　良質土 m3 (1.10) 0.80 0.30 

【布設工に含む】 砂基礎　締固め土量/0.9=埋め戻し必要土量　良質土 m3 (1.22)

数　　量

 路線

1004-30-1+26.70 1044-1-2+23.11 1044-2-2-1+1.51

1004-30-1+0.00 1044-1-1-1+45.5

1004-29-1+1.10

工　種 種別 適　用 合　計



設計数量集計表(付帯工）

単位

当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更

　付帯工（既設構造物撤去）

管路土工 機械掘削工 BH0.28m3 m3 181.96 41.34 1.20 129.82 2.20 6.70 0.70 

埋戻A　締固め土量　良質土　 BH0.28m3 m3 189.67 42.15 1.30 136.42 2.30 6.80 0.70 

埋戻A　締固め土量/0.9＝埋戻し必要土量　山砂BH0.28m3 m3 210.74 2.20 

埋戻B　締固め土量　良質土 BH0.28m3 m3

埋戻B　締固め土量/0.9＝埋戻し必要土量　山砂BH0.28m3 m3

残土　 DT4t(BH0.28) m3 181.96 

舗装復旧工 下層路盤工　ARC-40 15cm m2 34.86 34.86 

（ガス・水道同時施工按分控除） m2 △ 23.20 △ 23.20

下層路盤工　　合計 15cm m2 11.66 

管撤去 鉄筋コンクリート管撤去工 HPφ250 m 92.64 92.64 

硬質塩化ビニル管撤去工 VUφ200 m 20.26 20.26 

〃 VUφ150 m 15.40 4.10 6.90 4.40 

〃 VUφ100 m 2.10 2.10 

構造物撤去 既設人孔撤去（構造物取壊し） 無筋構造物 m3 0.49 0.16 0.33 

〃 鉄筋構造物 m3 3.27 1.49 0.22 1.45 0.11 

塩ビ製小口径マンホール撤去 φ300 m 1.67 1.67 

樹脂製汚水桝撤去 φ350 m 1.10 1.10 

蓋撤去 蓋撤去工（受枠共） 80kg超え200kg以下 基 11.00 6.00 2.00 3.00 

廃材運搬処理 ｺﾝｸﾘｰﾄ殻運搬 無筋構造物 m3 0.49 0.16 0.33 

〃 鉄筋構造物 m3 3.27 1.49 0.22 1.45 0.11 

〃 二次製品 m3 2.43 2.43 

ｺﾝｸﾘｰﾄ殻処分（無筋） 2.35t／m3 t 1.16 0.38 0.78 

〃　　　　　　　　（有筋） 2.5ｔ／m3 t 8.20 3.73 0.56 3.63 0.28 

〃　　　　　　　　（二次製品） 2.5ｔ／m3 t 6.08 6.08 

数　　量

路線

1004-30,29,17 1004-30,29,17 1004-2,1 1044-2,1 1004-2-2 1044-2-2

本管 取付管およびます 本管 取付管およびます 本管 取付管およびます
工　種 種別 適　用 合　計



設計数量集計表(付帯工）

単位

当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更 当初 変更

数　　量

路線

1004-30,29,17 1004-30,29,17 1004-2,1 1044-2,1 1004-2-2 1044-2-2

本管 取付管およびます 本管 取付管およびます 本管 取付管およびます
工　種 種別 適　用 合　計

廃材運搬（廃プラ） 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 ｔ (0.20) 0.133 0.016 0.027 0.017 0.004 

〃　　　　 （廃プラ） 小口径ﾏﾝﾎｰﾙ ｔ (0.02) 0.023 

〃　　　　 （廃プラ） 汚水桝 ｔ (0.02) 0.02 

　合計　　（廃プラ） ｔ 0.24 

廃プラ処分 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 ｔ 0.24 

撤去蓋運搬（受枠共） t 1.01 0.55 0.18 0.28 

管路土留工 たて込み簡易土留設置撤去工 掘削深2.0m以下 m 5.00 5.00 

（新設管路工 　〃 掘削深2.5m以下 m 20.26 20.26 

の管路土留 　〃 掘削深3.0m以下 m

工に数量を 　〃 掘削深3.5m以下 m

加算する） たて込み簡易土留材賃料（本管を転用） 掘削深2.0m以下 m2 60.00 60.00 

　〃 掘削深2.5m以下 m2 75.00 75.00 

　〃 掘削深3.0m以下 m2

　〃 掘削深3.5m以下 m2

仮設工

水替工 潜水ポンプ運転工 既設管φ250 日 3.00 3.00 

〃 既設管φ200 日 8.00 8.0 

止水プラグ損料 φ250 日 3.00 3.00 

〃 φ200 日 8.00 8.0 

交通管理工 交通誘導警備員B 人日 50.5 

運搬費

仮設材 仮設材の運搬（往路） t 11.50 11.50 

運搬費 仮設材の運搬（復路） t 11.50 11.50 

仮設材等の積込み取卸し費（往路） t 11.50 11.50 

仮設材等の積込み取卸し費（復路） t 11.50 11.50 


